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◎

事
故
防
止
の
願
い
を
こ
め
て
力
走

市
浦
村

。
市
浦
村
体
育
協
会

（
山
田
勝
明
会
長
）
共
催
の
第
四
回
市
浦
村
交
通
安
全
駅
伝
大
会
は
九
月
十
九
日
、
選
手
、
役
員
ら

百
五
十
人
が
参
加
し
て
村
内
を

一
巡
す
る
二
十
五

。
一　
ロキ　
⌒十
区
間
）
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、　
一
般
の
部
で
は
昨
年
に
続

い
て
中
里

高
校
チ
ー
ム
。
中
学
校
の
部
で
は
野
球
部
Ａ
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
八

。
九
面
に
）

昭和

“

年

809月号
事故防止のタスキをかけて十三湖大構をかけ抜ける

M168
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水稲に229,282千円の被害

住
宅
な
ど
七
戸
が
床
上
、床
下
浸
水

二
十

一
日
か
ら
降
り
始
め
た
雨
　
　
す
る
な
ど
、
付
近

一
帯
の
住
家
等

は
、
二
十
二
日
に
な

っ
て
も
や
ま
　
　
の
床
上
浸
水
の
被
害
が
発
生
、
不

ず
、
午
後
二
時
ご
ろ
に
な
る
と
相
　
　
安
な

一
夜
を
過
し
ま
し
た
。

内
川
の
警
戒
水
位

（
１
・
８
層
）
に
達
　
　
　
同
対
策
本
部
で
は
、
水
害
を
最

し
、
桂
川
地
区
の
河
川
改
修
工
事
ぃ

　

小
限
度
に
く
い
と
め
る
た
め
、
関

現
場
で
は
、
堤
防
の

一
部
が
決
壊
　
　
係
機
関
や
付
近
の
住
民
と
連
絡
し

し
、
水
田
の

一
部
が
浸
水
、
消
防
　
　
あ
い
な
が
ら
、
住
家
の
排
水
、
道

団
員

、
工
事
請
負
業
者
の
応
援
を
　
　
路
へ
の
土
の
う
積
み
、
重
機
に
よ

得
な
が
ら
被
害
の
拡
大
を
く
い
と
　
　
る
土
盛
り
な
ど
、
必
死
の
作
業
を

二
十
二
日
に
も
断
続
的
な
集
中

豪
雨
に
み
ま
わ
れ
、
十
三
湖
が
増

水
し
、
水
害
が
憂
慮
さ
れ
た
た
め

午
前
十
時
、
消
防
団
が
警
戒
体
制

に
入
り
ま
し
た
。

南
東
か
ら
吹

い
て
い
た
風
も
、

午
後
二
時
過
ぎ
に
は
南
西
の
強
風

に
変
わ
り
、
瞬
間
最
大
風
速
も
二

十
五
層
以
上
の
突
風
と
雨
で
、
海

上
で
は
高
波
が
押
し
寄
せ
、
十
三

湖
の
水
位
も
グ
ン
グ
ン
上
昇
、
十

三
漁
協
に

「十
三
湖
増
水
災
害
対

策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

午
後
七
時
過
ぎ
に
は
前
潟
か
ら

水
が
あ
ふ
れ
出
し
、
羽
黒
崎
か
ら

十
三
漁
協

一
帯
、
更
に
は
五
月
女

疱
地
区
の
県
道
約
六
百
Ｍ
が
上
水

―

∞
卜
Ю

Ｉ

十
三
湖
の
増
水
に
必
死
の
作
業

村
で
は
、
被
害
を
受
け
た
農
家

対
策
と
し
て
、
自
作
業
維
持
資
金
、

経
営
資
金
の
融
資
希
望
を
と
る
な

ど
の
作
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、

農
業
技
害
を
受
け
た
地
域
を
天
災

融
資
法
の
特
別
地
域
の
指
定
や
、

河
川
の
恒
久
的
な
改
修

・
整
備
も

国
、
県
の
関
係
機
関
に
働
き
か
け
、

災
害
の
復
旧
に
努
め
て
い
ま
す
。

網
、
船
小
屋
を
直
撃

土
の
う
積
み
や
重
機
に
よ
る
作
業
で
被
害

を
最
小
限
に
く
い
と
め
る

十三湖の増水で、県道 (鰺 ケ沢～蟹田線)も
一時は通行止めも。………
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故
秋
田
谷
源
太
郎
氏

桂
川
地
区
は
三
十

一
世
帯
で
人

口
百
十
二
人
の
こ
じ
ん
ま
り
と
し

た
集
落
で
あ
る
が
、

「
い
ま
あ
る

桂
川
は
、
故
秋
田
谷
源
太
郎
氏
の

お
か
げ
１
１
」
と
、
桂
川
地
区
在

住
有
志
が
故
人
の
顕
彰
石
碑
を
建

立
し
、
九
月
十

一
日
現
地
で
除
幕

式
を
行
い
ま
し
た
。

顕
彰
碑
を
建
立
し
た
の
は
、
秋

田
谷
久
助
さ
ん
ら
十
七
人
で
、
除

幕
式
は
午
前
十
時
か
ら
現
地
で
行

わ
れ
、
脇
元
洗
磯
崎
神
社
松
橋
徳

夫
宮
司
の
神
事
で
始
ま
り
、
故
人

の
曾
孫
に
あ
た
る
裕
代
さ
ん
と
紀

仁
く
ん
の
手
で
除
幕
さ
れ
ま
し
た
。

故
秋
田
谷
源
太
郎
氏
は
、
大
正

十

一
年
、
市
浦
営
林
署
の
前
身
で

あ
る
相
内
小
林
区
署
に
奉
職
以
来

二
十
年
間
、
公
職
の
か
た
わ
ら
古

里
桂
川
の
治
山
治
水
に
功
献
し
、

国
有
林
の
解
放
に
手
が
け
生
産
基

盤
の
拡
大
と
桂
川
地
区
住
民
の
生

活
安
定
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

ま
た
、
桂
川
木
炭
農
事
実
行
組

合
を
組
織
し
、
山
林
地
を

一
戸
当

た
り
三
反
歩
以
上
の
増
反
地
を
払

い
下
げ
、
昭
和
十
七
年
六
月
退
職

地
区
発
展
の
礎
に

顕
彰

石
碑

後
も
部
落
会
長
を
努
め
、
各
層
の

指
導
に
当
た
る
な
ど
、
桂
川
の
基

礎
づ
く
り
を
し
た
と
い
わ
れ
て
い

顕
彰
石
碑
は
、
変
貌
を
遂
げ
た

桂
川
地
区
を

一
望
で
き
る
よ
う
に

と
、
桂
川
保
健
福
祉
館
前
の
高
台

に
建
立
さ
れ
、
遺
族
を
代
表
し
て

秋
田
谷
納
さ
ん
が
へ
関
係
者
各
位

に
よ
る
顕
彰
石
碑
建
立
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
亡
父
の
功
績
を
大

を

除

幕

切
に
し
て
ゆ
き
た
い
。」と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

建
立
者
、
秋
田
谷
久
助
、
秋
田

谷
兼
吉
、
秋
田
谷
武
雄
、
秋
田
谷

寅
四
郎
、
秋
田
谷
文
雄
、
大
澤
寅

一
、
秋
田
谷
清
之
正
、
山
田
チ
ヨ

エ
、
山
田
光
雄
、
山
崎
明
、
秋
田

谷
重
蔵
、
秋
田
谷
勝
美
、
成
田
只

則
、
秋
田
谷
久
、
秋
田
谷
明
、
秋

田
谷
長

一
郎
、
秋
田
谷
勇
。

故
人
の
遺
徳
を
偲
び
、
石
碑
は
、
桂
川
地
区
を

一
望
で
き
る
よ

う
に
と
高
台
に
建
立
さ
れ
た

市
浦
村
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会

⌒浜
田
春
士
会
長
）
で
は
、

父母らもハッスル。4ノ

去
る
七
月
二
十
六
日

⌒
日
）、
昭
和

五
十
六
年
度
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
脇
元
小
学
校
で
実
施
し

一
〇

一名
の
参
加
者
は
、
昨
年

を
は
る
か
に
上
回
る
す
ば
ら
し
い

動
き
を
み
せ
、
西
北
五
屈
指
の
指

導
者

（市
浦
中
教
頭
鶴
賀
善
宏
、

岩
崎
村
教
委
宮
本
紘
典
、
西
北
教

育
事
務
所
佐
々
木
竹
克

）
の
指
導

に
ぴ

っ
た
り
つ
い
て
い
き
、
中
で

も
、
世
話
人
の
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
た
ち
の
動
き
は
講
師
の
先
生

方
を
感
心
さ
せ
ま
し
た
。

特
に
夜
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
は
、
校
庭
の
中
央
で
燃
え
さ
か

る
火
を
囲
み
な
が
ら
、
神
秘
の
中

に
も
楽
し
い
ふ
ん
い
き
を
か
も
し

出
し
、　
一
本

一
本
の
ト
ー
チ
に
点

火
さ
れ
た
火
の
も
と
に
、
お
互

い

の
友
情
と
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

心
構
え
を
確
認
し
合

っ
て
幕
を
開

子供会リーダー研修会

トーチづくりの指導をうけるお母さんたち

（七
月
十
六
日
付
）

▽
脇
元
出
張
所
長
　
佐
藤
哲
也

（民
生
係
長
）
▽
民
生
係
長
　
長

利
勝
雄

⌒行
政
係
長
）
▽
行
政

係
長
　
一二
和
省
勝

（議
会
事
務

局
）
▽
総
務
課
税
政
係
　
村
山

正
臣
（脇
元
出
張
所
心
得
）
▽
議

会
事
務
局
　
秋
元
収

⌒総
務
課

税
政
係
）
▽
総
務
課
　
黒
川
泰

子

⌒脇
元
出
張
所
用
務
員
）

総
務
課
税
政
係
　
岡
本
雪
子

（総
務
課
）

市
浦
村
青
少
年
間
題
協
議
会

委
員俵

谷
佐
之

一
、
松
山
豊
次
、

小
寺
春
男
、
内
山
金
吾
、
小
山

内
幸
右
衛
門
、
阿
部
季
弘
、
須

藤
安

一
、
三
和
芳
次
、
桑
野
邦

夫
、
佐
賀
正
敏
、
奈
良
岡
明
博
、

本
荘
珍
雄
、
奈
良
孝
博
、
奈
良

じ
づ
江
、
三
和
孝
徳
、
木
村
政

邦
、
高
橋
精

一
、
浜
田
春
士
、

片
山
永
繁
、
高
西
節
子
、
奈
良

義
美
、
村
元
富
弥
。

市
浦
村
農
業
振
興
地
域
整
備

促
造
協
議
会
委
員

武
田
長
之
助
、
青
山
香
、
三

和
芳
次
、
佐
藤
二
郎
、
三
和
久
、

湯
浅
信

一
、
村
元
富
弥
、
山
田

清
作
。
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鰊屁晰鰊覇髄渕
方西方東

―
寸
卜
Ю
Ｉ

蒙
御

免
鼻
鍾
落
拒鍔
し

勧
進
元
　
市
浦
村
役
場

氏   名 年齢

日卸口喘ｍ
２３
４５６７８９Юｎｌ２・３‐４‐５‐６‐７‐８・９２０２‐２２２３２４２５２６２７２８２９３０３‐３２３３３４３５ｍ
２３４５６７８９１０Ｈ
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一　
第
二
十
六
回
県
民
体
育
大
会

第
二
十
六
回
県
民
体
育
大
会
は
、

八
月
二
十
二
、
二
十
二
の
両
日
青

森
市
の
県
総
合
運
動
公
園
を
主
会

場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
県
下
六
十
七
市
町

村
か
ら
約
五
、
工（
〇
〇
人
の
精
鋭

が
参
加
し
、
市
浦
村
か
ら
も
男
子

パ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
家
庭
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
バ
Ｆ

ヽ，

ト

ン
、
卓

球
、
剣
道
、
軟
式
庭
球
、
陸
上
競

雨
の
た
め
開
会
式
は
、
県
民

　
　
　
　

，

体
育
館
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・■
・
Ｆ

技
等
に
約
八
十
人
の
選
手
を
送
り

二
十
二
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く

の
大
雨
。
午
前
十
時
か
ら
県
民
体

育
館
で
開
会
式
の
あ
と
、
降
り
続

く
雨
の
中
で
予
定
ど
お
り
競
技
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

陸
上
競
技
で
は
、　
一
戸
俊

一
選

手
が
砲
九
投
げ
で
二
位
、
二
百
層
、

百
１１
徒
競
走
に
出
場
し
た
山
上
裕

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は

準
決
勝
で
惜
敗

行
選
手
、
鎌
田
和
廣
選
手
が
自
己

の
記
録
を
更
新
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

入
賞
し
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
で
も
、
家

庭
婦
人
の
活
躍
が
め
だ
ち
、
村
の

部
総
合
三
位
に
入
賞
、
パ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
卓
球
、
軟
式
庭
球
、
剣
道

の
各
選
手
も
日
頃
の
練
習
ぶ
り
を

発
揮
し
、
善
戦
し
ま
し
た
。

軟
式
庭
球
も
書
戦
し
た
が
、

倉
石
村
に
惜
敗

II II

「
ボ
ク
、
ワ
タ
シ
、
か
な
ら
ず
と

ま
り
ま
す
。」
と
約
束
し
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
に
は
、
園
児
の
ほ
か

母
の
会
々
員
も
多
数
参
加
し
、
そ

れ
ぞ
れ
手
づ
く
り
の
安
全
プ
ラ
カ

ー
ド
を
持

っ
て
事
故
防
止
を
呼
び

真
赤
な
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
着
け

た
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
や
元
気
よ
く

行
進
す
る
鼓
笛
隊
の
よ
い
子
た
ち

に
沿
道
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
お
く

ら
れ
、車
を
止
め
た
運
転
者
も
「安

全
運
転
を
し
な
け
れ
ば
″
」
と
心

を
引
き
じ
め
て
、
ハ
ン
ド
ル
を
に

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
総
合
三
位

陸
上
な
ど
各
競
技
に
善
戦

安全運転をして〃
園児が事故防止パレー ド

酬ぉ野撃
こさないで…と

本
村
で
は
、
こ
と
し
に
入

っ
て

か
ら
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
が

五
人
も
出
て
い
ま
す
が
、
相
内
保

育
所
で
は
こ
の
ほ
ど

「
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
そ
し
て

子
供
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守

っ

て
く
だ
さ
い
。」
と
園
児
鼓
笛
隊
に

よ
り
、
村
内
目
ぬ
き
通
り
の
交
通

安
全
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
に
先
だ
ち
、
相
内
児

童
館
前
に
集
合
し
た
お
母
さ
ん
や

子
供
た
ち
に
、
高
松
所
長
が
交
通

事
故
の
恐
し
さ
と
、
と
び
出
し
や

安
全
歩
行
の
呼
び
か
け
を
し
、
子

供
た
ち
も
手
を
高
々
と
上
げ
て
、

子
供
と
老
人
を

交
通
事
故
か
ら
守

つ
て
ネ

手
づ
く
り
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を

持

っ
て
お
母
さ
ん
ら
も
参
加


